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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 17日 (2007.7.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
　 表 示 手 段 と 、
　 前 記 表 示 手 段 の 上 部 に 配 置 さ れ 、 操 作 体 の を 検 出 し て 検 出 信 号 を 出 力 す る
機 能 及 び 前 記 操 作 体 の 押 圧 力 を 検 出 し て 力 検 出 信 号 を 出 力 す る 機 能 と を 有 し た 入 力 手 段 と
を 備 え た 電 子 機 器 お い て 、
　 前 記 入 力 手 段 は 、
　 Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 を 規 定 し た 入 力 操 作 領 域 で 前 記 操 作 体 の 入 力 位 置 を 検 出 す る 抵 抗 調 整
膜 と 、
　 前 記 抵 抗 調 整 膜 上 の 全 面 に 設 け ら れ て 光 を 透 過 す る 透 明 導 電 性 の 膜 と 、
　 前 記 透 明 導 電 性 の 膜 上 の 全 面 に 設 け ら れ て 光 を 透 過 す る と 共 に 、 前 記 入 力 操 作 領 域 に 対
す る 鉛 直 方 向 を Ｚ 方 向 と し た と き 、 前 記 操 作 体 の 押 下 力 に 対 応 し て 前 記 Ｚ 方 向 の 厚 み が 変
化 す る 誘 電 性 の 膜 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 子 機 器 は 、 表 示 手 段 と 、 こ の 表 示 手 段 の 上 部 に 配 置 さ れ 、 操 作 体 の

検 出 し て 検 出 信 号 を 出 力 す る 機 能 及 び 操 作 体 の 押 圧 力 を 検 出 し て 力 検 出 信 号 を
出 力 す る 機 能 と を 有 し た 入 力 手 段 と を 備 え た 電 子 機 器 お い て 、 入 力 手 段 は 、 Ｘ 方 向 及 び Ｙ
方 向 を 規 定 し た 入 力 操 作 領 域 で 操 作 体 の 入 力 位 置 を 検 出 す る 抵 抗 調 整 膜 と 、 こ の 抵 抗 調 整
膜 上 の 全 面 に 設 け ら れ て 光 を 透 過 す る 透 明 導 電 性 の 膜 と 、 こ の 透 明 導 電 性 の 膜 上 の 全 面 に
設 け ら れ て 光 を 透 過 す る と 共 に 、 入 力 操 作 領 域 に 対 す る 鉛 直 方 向 を Ｚ 方 向 と し た と き 、 操
作 体 の 押 下 力 に 対 応 し て Ｚ 方 向 の 厚 み が 変 化 す る 誘 電 性 の 膜 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ４ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に は Ｒ Ｏ Ｍ ３ ７ が 接 続 さ れ 、 当 該 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に 設 定 す る た め の 閾 値 関 数 が 記
憶 さ れ て い る 。 閾 値 関 数 は 、 入 力 手 段 ２ ４ の 入 力 操 作 領 域 の 一 端 か ら 他 端 に 至 る 入 力 位 置
に 関 し て 許 容 最 大 力 で 連 続 又 は 所 定 の ス テ ッ プ で 押 下 し た 際 に 検 出 さ れ る 最 大 検 出 電 圧 Ｖ
２ ＝ Ｍ Ａ Ｘ を 取 得 し 、 こ こ に 取 得 さ れ た 入 力 操 作 領 域 の 一 端 か ら 他 端 に 至 る 入 力 位 置 に 対
応 す る 最 大 検 出 電 圧 Ｖ ２ ＝ Ｍ Ａ Ｘ に 定 数 ０ ＜ ａ ＜ １ 演 算 し て 作 成 さ れ た も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ７ 】
　 上 述 し た Ｒ Ｏ Ｍ ３ ７ に 記 憶 す る 閾 値 関 数 は 、 入 力 手 段 ２ ４ の 入 力 操 作 領 域 の 一 端 か ら 他
端 に 至 る 入 力 位 置 に 関 し て 許 容 最 大 力 で 連 続 又 は 所 定 の ス テ ッ プ で 押 下 し た 際 に 検 出 さ れ
る 最 大 検 出 電 圧 Ｖ ２ ＝ Ｍ Ａ Ｘ を 取 得 し 、 こ こ に 取 得 さ れ た 入 力 操 作 領 域 の 一 端 か ら 他 端 に
至 る 入 力 位 置 に 対 応 す る 最 大 検 出 電 圧 Ｖ ２ ＝ Ｍ Ａ Ｘ に 各 々 が 異 な っ た 定 ， ｂ ， ｃ ［ ０
＜ ｃ ＜ ｂ ＜ ａ ＜ １ 演 算 し て 作 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 例 と し て の 三 次 元 入 力 機 能 付 き の 入 力 装 置 １ ０ ０ の 構 成
例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 入 力 装 置 １ ０ ０ の Ｚ 方 向 の 検 出 原 理 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 入 力 装 置 １ ０ ０ の 駆 動 回 路 ５ 及 び 抵 抗 調 整 膜 ２ の 構 成 例 を
示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 駆 動 回 路 ５ に お け る ” な ぞ り ” 及 び ” 押 込 み ” 時 の 動 作 例
を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 駆 動 回 路 ５ に よ る Ｘ Ｙ 位 置 情 報 の 検 出 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 定 点 Ｉ に お け る Ｚ 方 向 の 検 出 電 圧 Ｖ ２ Ｆ の 判 別 例 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 例 と し て の タ ッ チ パ ネ ル １ ０ １ の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 タ ッ チ パ ネ ル １ ０ １ の 制 御 系 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 定 点 Ｉ に お け る ” な ぞ り ” 及 び ” 押 込 み ” 時 の 判 別 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 ３ の 実 施 例 と し て の タ ッ チ パ ネ ル １ ０ １ に 係 る 複 数 の 閾 値 関 数 の 設 定 例 を 示
す 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 定 点 Ｉ に お け る 押 下 状 態 ” イ ” 、 ” ロ ” 、 ” ハ ” 、 ” ニ ” の 判 別 例 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ４ の 実 施 例 と し て の タ ッ チ パ ネ ル １ ０ ２ の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ５ の 実 施 例 と し て の 三 次 元 入 力 機 能 付 き の 携 帯 電 話 機 ２ ０ ０ の 構 成 例 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 三 次 元 入 力 機 能 付 き の 携 帯 電 話 機 ２ ０ ０ の 内 部 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
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【 図 １ ５ 】 携 帯 電 話 機 ２ ０ ０ に お け る 情 報 処 理 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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